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住
民
基
本
台
帳
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

新
旧
対
照
条
文

○
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
自
治
省
令
第
三
十
五
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
記

様
式

第
１

（第
3
8
条
関

係

）

別
記

様
式
第
１

（第
3
8
条
関
係

）

備
考
１

大
き
さ
は

縦
5
3.
92
㎜
以
上
5
4.
03

㎜
以
下

横
8
5.4

7
㎜
以
上
8
5.
72
㎜
以
下

備
考
１

大
き
さ
は

縦
5
3.
92

㎜
以
上
5
4.
03

㎜
以
下

横
8
5.
47
㎜
以
上

8
5.7

2
㎜
以
下

、
、

、
、

と
す
る

と
す
る

。
。

２
半
導
体
集
積
回
路

を
組
み
込
む

２
半
導
体

集
積

回
路
を

組
み

込
む

。
。

３
裏
面
に
は
追
記
欄
を
設
け
る

３
裏
面
に
は
追
記
欄
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る

。
。

４
様
式
中

「図
形
１

」の
部

分
に

つ
い
て
は

別
紙
図
形
を

用
い

る
こ
と

４
必

要
が
あ
る
と
き
は

所
要
の
変

更
又
は
調
整
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

、
。

、
。

５
様
式
中

「図
形
２

」の
部
分
に
つ
い
て
は

総
務
大
臣
が
定
め
る
技
術
的
基
準

、

に
よ
る
も
の
と
す
る

。

６
そ
の
他

必
要
が

あ
る
と
き
は

所
要
の
変
更
又

は
調
整
を
加
え
る

こ
と
が
で

、
、

き
る

。



2

別
記
様
式
第
２

（第
3
8
条
関
係

）

別
記
様
式
第
２

（第
38

条
関
係

）

備
考

１
大
き
さ

は
縦
53

.9
2
㎜
以
上
54
.0
3
㎜
以
下

横
85.

47
㎜
以

上
85.

7
2
㎜
以

下
備
考
１

大
き
さ
は

縦
53.

9
2
㎜
以

上
54
.0
3
㎜
以
下

横
85
.4
7
㎜
以
上

85.
7
2
㎜
以

下
、

、
、

、

と
す
る

と
す
る

。
。

２
半
導
体

集
積
回
路
を
組
み
込
む

２
半
導
体
集
積
回
路
を
組
み
込
む

。
。

３
裏
面
に
は
追
記
欄

を
設
け
る

３
裏
面
に

は
追

記
欄
を

設
け

る
こ
と
が
で

き
る

。
。

４
様
式
中

「図
形
１

」の
部
分
に
つ
い
て
は

別
紙
図
形
を
用
い
る
こ
と

４
必
要
が
あ
る
と
き
は

所
要
の
変
更
又
は
調
整
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

、
。

、
。

５
様
式
中

「図
形
２

」の
部

分
に

つ
い
て
は

総
務
大
臣
が

定
め

る
技
術
的
基

準
、

に
よ
る
も
の
と
す
る

。

６
そ
の
他

必
要
が
あ
る
と
き
は

所
要
の
変
更
又
は
調
整
を
加
え
る
こ
と
が
で

、
、

き
る

。



3

別
紙
図
形

（別
記
様
式
第
１
及
び
別
記
様
式
第
２
関
係

）

（新
規

）

備
考
１

大
き
さ
は

縦
7
.
42
㎜
横
8
.8
7
㎜
と
す
る

、
。

２
そ
の
他

住
民
基
本
台
帳
カ
－
ド
の
偽
造
を
防
止
す
る
た
め
の
技
術
を
施
し
た

、

も
の
と
す

る
。


